






小児期尿路感染症が病原菌側の特性のみならず、宿主側の要因が大きいことが明らかにな

ってきた。我々は宿主側要因を解析し、家族集積性があることを認めた。また P1 型赤血球

保有者は常染色体優性遺伝の形式をとり、尿路感染症を伴う例が多いことから、遺伝的に

尿路感染症を発生する者が多いことを指摘した。 

P1 型赤血球の判定は簡易迅速で、集団検索も可能であり、尿路感染症の早期発見、予防に

有用である。 


